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vCenter での ESXi ホストのスキャン

本書について

本書について

本書では、vCenter を通じて ESXi ホストに対する Qualys Vulnerability Management および Qualys Policy         
Compliance スキャンを実行する方法について説明します。本書はこのプラットフォームをすぐに使い始め 

られるようにするためのガイドです！

Qualys について

Qualys, Inc. (NASDAQ: QLYS）は、セキュリティとコンプライアンスを目的とするクラウドソリューショ   

ンのパイオニアであり、リーディングカンパニーです。Qualys のクラウドプラットフォームおよび統合さ 

れたアプリケーションは、重要なセキュリティインテリジェンスをオンデマンドで提供し、IT システムと 

Web アプリケーションの監査、コンプライアンス、および保護の全範囲を自動化することにより、ビジネス 

におけるセキュリティ業務の簡略化とコンプライアンスのコスト削減を支援します。

1999 年の創立以来、Qualys は、Accenture、BT、Cognizant Technology Solutions、Deutsche Telekom、富     

士通、HCL、HP Enterprise、IBM、Infosys、NTT、Optiv、SecureWorks、Tata Communications、Verizon、  
Wipro などのマネージドサービスプロバイダやコンサルティング企業との戦略的パートナーシップを構築 

してきました。Qualys は、CSA（Cloud Security Alliance）の創立メンバーでもあります。詳細情報は、   

www.qualys.com をご覧ください。

Qualys サポートへの問い合わせ

Qualys は充実したサポートを提供します。不明な点には、オンラインドキュメント、電話サポート、およ 

び E メールによる直接サポートを通じて、可能な限り迅速にお答えします。弊社は 24 時間年中無休でサ    

ポートを提供します。サポート情報については、www.qualys.com/support/ をご覧ください。

https://cloudsecurityalliance.org/
www.qualys.com
www.qualys.com
http://www.qualys.com/support/


vCenter での ESXi ホストのスキャン

はじめに
はじめに

vCenter を通じて ESXi ホストに対する脆弱性スキャンおよびコンプライアンススキャンを実行できるよう   

になりました。 

開始する前に、ご使用の VMware 環境を理解する必要があります。組織で、複数の認証メカニズムによっ  

て管理されている環境（複数の Active Directory ドメインがある場合や、Active Directory によって接続さ     

れているドメインとされていないドメインがある場合など）に複数の vCenter が導入されている場合、複数  

の vCenter および ESXi レコードを設定する必要があります。 

vCenter のマップデータを収集する方法は 2 つあります。

1. Qualys マップ機能を使用する方法。

2. VMware 管理者が提供するマップファイルを使用する方法。VMware 管理者が提供するマップファイ

ルを使用する場合は、「付録 A - VMware 管理者が提供するマップの使用」に進んでください。

要件 :

• この機能は、Qualys 8.14 以降でサポートされています。プライベートクラウドプラットフォーム

（PCP）で実行する場合、Qualys クラウドプラットフォームのバージョンが 8.14 以降に更新されている

ことを確認してください。

• 正しい資格情報で vCenter にアクセスするよう設定されたアカウント。

• vCenter IP のリスト。 

警告 :

本書で説明するスキャン方法の使用が現時点でサポートされていないコンロトールがあります :

ホストでシェルアクセス権を持つユーザの 8972 ステータス
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はじめに
vCenter を使用してマッピングするための Qualys の設定

Qualys マップ機能を使用して vCenter マップを作成するには、ESX/ESXi ホストを検出するための適切な    

権限が付与されたアカウントを入手する必要があります。Qualys マップ機能を使用して検出を実行するに 

は、認証を実行する必要があります。

1. vCenter 資格情報のリクエスト

各 ESXi ホストを正常に認証し、スキャンするには、次の権限を持つ vCenter アカウントが必要です。

• ESXi ホストに対する読み取り専用アクセス権

• 読み取り専用アクセス権と以下のパーミッション

2. vCenter IP アドレスのリストのリクエスト

VMware 管理者から vCenter IP アドレスのリストをリクエストします。

3. vCenter 認証レコードの作成

a. 「Scan」→「Authentication」→「New」→「VMware」→「VMware ESXi Record」→
「vCenter Record」を選択します。

b. 「Login Credentials」で、認証タイプを選択し、指定されている資格情報を入力します。

c. 「Target Configuration」項で、環境に一致するように設定を更新します。

d. 「IPs」項で、vCenter IP/IP 範囲の対象リストを入力します。

Global.Settings 「Global」を展開し、「Settings」を選択

Host.Config.Change.Settings 「Host」→「Configuration」を展開し、
「Change settings」を選択
6
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はじめに
マップの作成

Qualys を使用してマップを作成するには、Qualys Vulnerability Management の Map 機能を使用します。自      

動マップ検出スキャンを実行する手順を以下に示します。

1. マップのオプションプロファイルを作成し、個別に認証方法を定義して、ゲストおよびホスト検出のた

めのマップを開始します。

a. 「Scan」→「Option Profiles」→「New」→「Option Profile」を選択します。

b. オプションプロファイルに適切なタイトルを入力します。

c. 「Map」項を選択します。

• 「Perform Basic Information Gathering on」で、「All Hosts」を選択します。

• オプションプロファイルの「Authentication」項で、「vCenter authentication」を選択しま
す。

d. 「Save」をクリックします。

2. 「Scans」→「Maps」→「New」→「Map」を選択して、検出マップを開始します。

a. 作成したオプションプロファイルを選択します。

b. 「Launch」を選択する前に、「Domains」オプションを選択し、「Domains/Netblocks」項に入力
する必要があります。
7
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はじめに
3. マップ結果の表示とダウンロード

a. マップ結果を表示するには、「Scans」→「Map」を選択し、作成したマップの「Quick Actions」
メニューから「View Report」を選択します。
8
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はじめに
b. マップ結果を CSV としてダウンロードします。ダウンロードされたファイルは以降の手順で使
用されます。

• マップ結果で「File」→「Download」を選択し、CSV 形式を選択します。

vCenter および ESXi アセットの登録と編成

この手順では、サブスクリプションに IP を登録し、アセットグループを作成します。

*** 次の点に注意してください。サブスクリプションでネットワーク機能が有効になっている場合、この手

順を繰り返し実行して適切なネットワークに IP を登録する必要があります。

1. vCenter および ESXi ホストの IP アドレスが使用可能であることを確認します。

2. 「Assets」→「Host Assets」→「New」→「IP Tracked Hosts」を選択します。

3. 「Host IPs」タブをクリックします。

4. 「Host IPs」タブに vCenter および ESXi の IP のリストを貼り付けます（適切なネットワークで該当す

る場合）。

5. 「Add」をクリックし、「Apply」をクリックします。
9
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はじめに
6. 次に、「Assets」→「Asset Groups」→「New Asset Group」を選択します。

7. アセットグループに適切なタイトルを（該当する場合、ネットワークも）指定します。

8. 「IPs」に、グループの ESXi ホスト IP を貼り付けます。

9. 「Save」をクリックします。
10
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はじめに
VMware ESXi レコードの作成

VMware 管理者が提供する vCenter マップを使用しているか、Qualys マップを使用しているかにかかわら    

ず、ESXi IP のリストをマップファイルからコピーする必要があります。

1. ESXi IP アドレスを含むファイルを開きます。

2. リスト内のすべての IP アドレスをコピーします。

3. 新しい VMware ESXi レコードを作成します。「Scans」→「Authentication」→「New」→「VMware 
ESXi Record」→「VMware ESXi Record」を選択します。

4. レコードに次の情報を指定します。

a. レコードのタイトル

b. 「Login Credentials」で「Use vCenter」を選択

c. 「IPs」で、先ほどコピーした IP のリストを貼り付けます。
11
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はじめに
vCenter および ESXi のマッピングデータの管理

vCenter および ESXi のマッピングデータを検索、ダウンロード、およびパージできます。「Scans」→   

「Authentication」→「New」→「vCenter Mapping」を選択します。vCenter および ESXi のマッピングデー    

タ画面の「Data Source」列に、マッピングが、ファイルと検出マップスキャンのどちらを通じて行われた 

かが表示されます。

Search: このオプションを使用すると、特定の vCenter IP アドレスまたは ESXi IP アドレスを検索できま       

す。ファイルまたは検出マップスキャンでデータをさらにフィルタリングできます。

Download CSV: vCenter および ESXi のマッピングデータを CSV 形式でダウンロードします。「Search」オ       
プションを使用して特定の IP を検索した場合、検索した IP に関連するすべてのレコードがダウンロードさ    

れます。

Purge: このオプションを使用すると、vCenter および ESXi のマッピングデータを削除できます。次のソー    

スからデータを削除できます。

- File Data Source 
- Map Scan Data Source
12
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はじめに
スキャンの開始

これで、vCenter を通じて ESXi ホストに対するスキャンを開始する準備が整いました。

他のスキャンと同様にスキャンを開始し、対象ホストに対して、IP アドレス、アセットグループ、アセット 

タグを選択することで ESXi アセットを選択します。定義した認証レコード内に定義された ESXi IP アドレ     

スに対して認証スキャンが実行されます。
13
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付録 A - VMware 管理者が提供するマップの使用

付録 A - VMware 管理者が提供するマップの
使用

1. VMware 管理者が生成した vCenter マップを CSV 形式で取得します。マップファイルの要件

2. ファイルを開いて、ファイル内に「vCenter Name」、「vCenter IP」「ESXI System Name」、
「Department」、「Location」、「LOB」、「System Type」、「ESXi IP」、「OS Long」、「OS Short」、「Port」
の列のみがあることを確認します。

3. マップ結果をアップロードします。

ESXi レコードを作成するには、「Scan」→「Authentication」→「New」→「VMware ESXi Record」→   

「Upload vCenter Mapping」を選択し、vCenter マップファイルをアップロードします。

4. 残りの手順については、「vCenter および ESXi アセットの登録と編成 」の項を参照してください。

マップファイルの要件

1. vCenter マップファイルでは次の 2 つの列が必須です（列の順序は任意）。

– vCenter IP

– ESXi IP

2. その他の列「vCenter Name」、「ESXi System Name」、「Department」、「Location, LOB」、「System 
Type」、「OS Long」、「OS Short」、「Port」はオプションで、順序は任意です。

3. 列名では大文字と小文字が区別されます。
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付録 B - API サポート
付録 B - API サポート

vCenter を通じたスキャンの実行に API サポートが提供されます。 

API: vCenter 認証レコード | オプションプロファイル | 検出スキャン | コンプライアンススキャン

最新の Qualys API ドキュメントについては、こちらをクリックしてください。

vCenter 認証レコード

API を使用して vCenter レコードを作成するには、まず、UI を使用して vCenter - ESXi のマッピングを定       

義する必要があります。現在、API を使用したマッピングの定義はサポートされていません。

例 - 「Use vCenter」オプションを使用した VMware 認証レコードの作成

API リクエスト:
curl -H "X-Requested-With:curl demo2" -u "user:password" -d 
"action=create&title=VmWare-VCenter-Auth-
API&ips=10.10.10.110&login_type=vcenter&port=80" 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/auth/vmware/"

XML 出力:
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE BATCH_RETURN SYSTEM 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/batch_return.dtd">
<BATCH_RETURN>
  <RESPONSE>
    <DATETIME>2018-06-28T07:43:58Z</DATETIME>
    <BATCH_LIST>
      <BATCH>
        <TEXT>Successfully Created</TEXT>
        <ID_SET>
          <ID>179933</ID>
        </ID_SET>
      </BATCH>
    </BATCH_LIST>
  </RESPONSE>
</BATCH_RETURN>

例 - 「Use vCenter」オプションを使用した VMware 認証レコードのリスト表示

API リクエスト

curl -H "X-Requested-With:curl demo2" -u "user:password" -d 
"action=list&ids=179933" 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/auth/vmware/"

XML 出力:
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE AUTH_VMWARE_LIST_OUTPUT SYSTEM 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/auth/vmware/auth_vmware_l
ist_output.dtd">
15
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<AUTH_VMWARE_LIST_OUTPUT>
  <RESPONSE>
    <DATETIME>2018-06-28T07:44:32Z</DATETIME>
    <AUTH_VMWARE_LIST>
      <AUTH_VMWARE>
        <ID>179933</ID>
        <TITLE><![CDATA[VmWare-VCenter-Auth-API]]></TITLE>
        <PORT>80</PORT>
        <SSL_VERIFY><![CDATA[all]]></SSL_VERIFY>
        <IP_SET>
          <IP>10.10.10.110</IP>
        </IP_SET>
        <LOGIN_TYPE><![CDATA[vcenter]]></LOGIN_TYPE>
        <NETWORK_ID>0</NETWORK_ID>
        <CREATED>
          <DATETIME>2018-06-28T07:43:58Z</DATETIME>
          <BY>user</BY>
        </CREATED>
        <LAST_MODIFIED>
          <DATETIME>2018-06-28T07:43:58Z</DATETIME>
        </LAST_MODIFIED>
      </AUTH_VMWARE>
    </AUTH_VMWARE_LIST>
  </RESPONSE>
</AUTH_VMWARE_LIST_OUTPUT>

例 - 「Basic Authentication」オプションを使用した vCenter 認証レコードの作成

API リクエスト

curl -H "X-Requested-With:curl demo2" -u "user:password" -d 
"action=create&title=VCenter-Auth-Create 
API&ips=10.10.10.110&login_type=basic&port=80&username=username&pa
ssword=password" 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/auth/vcenter/"

XML 出力:
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE BATCH_RETURN SYSTEM 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/batch_return.dtd">
<BATCH_RETURN>
  <RESPONSE>
    <DATETIME>2018-06-28T07:47:47Z</DATETIME>
    <BATCH_LIST>
      <BATCH>
        <TEXT>Successfully Created</TEXT>
        <ID_SET>
          <ID>179973</ID>
        </ID_SET>
      </BATCH>
    </BATCH_LIST>
  </RESPONSE>
</BATCH_RETURN>
16
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例 - 「Basic Authentication」オプションを使用した vCenter 認証レコードのリスト表示

API リクエスト

curl -H "X-Requested-With:curl demo2" -u "user:password" -d 
"action=list&ids=179973" 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/auth/vcenter/" 

XML 出力:
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE AUTH_VCENTER_LIST_OUTPUT SYSTEM 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/auth/vcenter/auth_vcenter
_list_output.dtd">
<AUTH_VCENTER_LIST_OUTPUT>
  <RESPONSE>
    <DATETIME>2018-06-28T07:48:13Z</DATETIME>
    <AUTH_VCENTER_LIST>
      <AUTH_VCENTER>
        <ID>179973</ID>
        <TITLE><![CDATA[VCenter-Auth-Create API]]></TITLE>
        <USERNAME><![CDATA[username]]></USERNAME>
        <PORT>80</PORT>
        <SSL_VERIFY><![CDATA[none]]></SSL_VERIFY>
        <IP_SET>
          <IP>10.10.10.110</IP>
        </IP_SET>
        <LOGIN_TYPE><![CDATA[basic]]></LOGIN_TYPE>
        <NETWORK_ID>0</NETWORK_ID>
        <CREATED>
          <DATETIME>2018-06-28T07:47:47Z</DATETIME>
          <BY>user</BY>
        </CREATED>
        <LAST_MODIFIED>
          <DATETIME>2018-06-28T07:47:47Z</DATETIME>
        </LAST_MODIFIED>
      </AUTH_VCENTER>
    </AUTH_VCENTER_LIST>
  </RESPONSE>
</AUTH_VCENTER_LIST_OUTPUT>
17
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オプションプロファイル

ESXi ホストの自動検出スキャン（マップ）を実行するには、オプションプロファイルの vCenter マップ認   

証オプションが必要です。これは、オプションプロファイル API（インポート / エクスポート）を使用して 

設定できます（この自動検出スキャンは、Qualys（VM、PC）バージョン 8.14 以降の使用でサポートされ  

ています）。

オプションプロファイル API（インポート / エクスポート）

URL:

< プラットフォームの URL>/api/2.0/api/2.0/fo/subscription/option_profile/

データのインポート/エクスポート用 DTD:

< プラットフォームの URL>/api/2.0/fo/subscription/option_profile/option_profile_info.dtd 

<MAP_AUTHENTICATION> タグを「VMware-ESXi」（ゲスト検出用の ESX/ESXi 認証）、「vCenter」   
（ESX/ESXi ホスト検出用の vCenter 認証）、または「none」に設定できます。

例 - マップ認証 - ESX/ESXi ホスト検出用の vCenter 認証

API リクエスト:
curl -H "X-Requested-With:curl demo2" -u "USERNAME:PASSWORD" -H 
Content-Type:text/xml --data-binary "@/root/myfile.xml" 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/subscription/option_profi
le/?action=import

注記 - myfile.xml には、リクエスト POST データが含まれます。

リクエスト POST データ:
...
 </VULNERABILITY_DETECTION>
    <ADDL_CERT_DETECTION>0</ADDL_CERT_DETECTION>
    <DISSOLVABLE_AGENT>
        <DISSOLVABLE_AGENT_ENABLE>0</DISSOLVABLE_AGENT_ENABLE>
        
<WINDOWS_SHARE_ENUMERATION_ENABLE>0</WINDOWS_SHARE_ENUMERATION_ENA
BLE>
    </DISSOLVABLE_AGENT>
</SCAN>
<MAP>
    <BASIC_INFO_GATHERING_ON>all</BASIC_INFO_GATHERING_ON>
    <TCP_PORTS>
        <TCP_PORTS_STANDARD_SCAN>1</TCP_PORTS_STANDARD_SCAN>
    </TCP_PORTS>
    <UDP_PORTS>
        <UDP_PORTS_STANDARD_SCAN>1</UDP_PORTS_STANDARD_SCAN>
    </UDP_PORTS>
    <MAP_OPTIONS>
        <PERFORM_LIVE_HOST_SWEEP>1</PERFORM_LIVE_HOST_SWEEP>
        <DISABLE_DNS_TRAFFIC>0</DISABLE_DNS_TRAFFIC>
    </MAP_OPTIONS>
    <MAP_PERFORMANCE>
        <OVERALL_PERFORMANCE>Custom</OVERALL_PERFORMANCE>
18
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        <MAP_PARALLEL>
            <EXTERNAL_SCANNERS>4</EXTERNAL_SCANNERS>
            <SCANNER_APPLIANCES>4</SCANNER_APPLIANCES>
            <NETBLOCK_SIZE>65536 IPs</NETBLOCK_SIZE>
        </MAP_PARALLEL>
        <PACKET_DELAY>Long</PACKET_DELAY>
    </MAP_PERFORMANCE>
    <MAP_AUTHENTICATION>vCenter</MAP_AUTHENTICATION>
</MAP>
<ADDITIONAL>
    <HOST_DISCOVERY>
        <TCP_PORTS>
            <STANDARD_SCAN>1</STANDARD_SCAN>
...

XML 出力:
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE SIMPLE_RETURN SYSTEM 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/simple_return.dtd">
<SIMPLE_RETURN>
  <RESPONSE>
    <DATETIME>2018-05-03T08:33:58Z</DATETIME>
    <TEXT>Successfully imported Option profile for the subscription 
Id nnnnnn</TEXT>
    <ITEM_LIST>
      <ITEM>
        <KEY>329725</KEY>
        <VALUE>OP for_vCenter authentication for ESX/ESXi host 
discovery</VALUE>
      </ITEM>
    </ITEM_LIST>
  </RESPONSE>
</SIMPLE_RETURN>

検出スキャン

マップ API を使用して検出スキャン（マップ）の開始、リスト表示、キャンセル、および削除ができます  

（Qualys API ドキュメントを参照）。

例 - マップの開始

API リクエスト:
https://qualysapi.qualys.com/msp/map-
2.php?domain=none:[10.10.34.104,10.10.36.209]&option=vCenter+auth+
for+ESX/ESXi_host discovery&iscanner_name=hq2&save_report=yes

XML 出力:
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE MAPREPORT SYSTEM 
"https://qualysapi.qualys.com/map_report.dtd">
<MAPREPORT>
  <HEADER>
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    <DOMAIN>none:[10.10.34.104,10.10.36.209]</DOMAIN>
    <NETWORK>Global Default Network</NETWORK>
    <USERNAME>acme_bb2</USERNAME>
    <REPORT_TEMPLATE><![CDATA[Map Results]]></REPORT_TEMPLATE>
    <REPORT_TITLE><![CDATA[Map Results]]></REPORT_TITLE>
    <MAP_RESULT_LIST>
      <MAP_RESULT>
        <MAP_RESULT_TITLE><![CDATA[vCenter host discovery 
scan]]></MAP_RESULT_TITLE>
        <MAP_DATE>2018-07-27T19:55:41Z</MAP_DATE>
        <OPTION_PROFILE><![CDATA[vCenter auth for ESX/ESXi host 
discovery]]></OPTION_PROFILE>
        <MAP_REFERENCE>map/1532721306.63739</MAP_REFERENCE>
      </MAP_RESULT>
    </MAP_RESULT_LIST>
  </HEADER>
  <HOST_LIST>
<HOST>
      <IP network_id="0">10.10.34.104</IP>
      <HOSTNAME><![CDATA[]]></HOSTNAME>
      <NETBIOS><![CDATA[COMVCENTER55]]></NETBIOS>
      <ROUTER>10.10.0.10</ROUTER>
      <OS>Windows Vista / Windows 2008 / Windows 7 / Windows 2012 / 
Windows 8 / Windows 10</OS>
      <APPROVED>0</APPROVED>
      <SCANNABLE>1</SCANNABLE>
      <IN_NETBLOCK>1</IN_NETBLOCK>
      <LIVE>1</LIVE>
      <DISCOVERY_LIST>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>ICMP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT></PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>TCP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>80</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>TCP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>88</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>TCP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>135</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>TCP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>139</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>TCP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>443</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
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          <DISCOVERY_NAME>TCP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>445</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>TCP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>1433</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>UDP</DISCOVERY_NAME>
          <PORT>137</PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>TCP RST</DISCOVERY_NAME>
          <PORT></PORT>
        </DISCOVERY>
        <DISCOVERY>
          <DISCOVERY_NAME>https</DISCOVERY_NAME>
          <PORT></PORT>
        </DISCOVERY>
      </DISCOVERY_LIST>
      <ESXI_LIST>
        <ESXI>10.10.34.196</ESXI>
        <ESXI>10.10.34.108</ESXI>
      </ESXI_LIST>
    </HOST>
...

コンプライアンススキャン

コンプライアンススキャン API を使用してコンプライアンススキャンの開始、リスト表示、キャンセル、お  

よび削除ができます（Qualys API ドキュメントを参照）。

例 - コンプライアンススキャンの開始

API リクエスト:
curl -u "USERNAME:PASSWORD" -H "X-Requested-With: Curl" -X "POST" -
d 
"action=launch&asset_group_ids=1234&iscanner_name=iscan5&option_ti
tle=My+Option+Profile&echo_request=1" 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/fo/scan/compliance/"

XML 出力:
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE SIMPLE_RETURN SYSTEM 
"https://qualysapi.qualys.com/api/2.0/simple_return.dtd">
<SIMPLE_RETURN>
  <RESPONSE>
    <DATETIME>2018-07-15T21:55:36Z</DATETIME>
    <TEXT>New compliance scan launched</TEXT>
    <ITEM_LIST>
      <ITEM>
        <KEY>ID</KEY>
        <VALUE>18198</VALUE>
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      </ITEM>
      <ITEM>
        <KEY>REFERENCE</KEY>
        <VALUE>compliance/1443996555.12121</VALUE>
      </ITEM>
    </ITEM_LIST>
  </RESPONSE>
</SIMPLE_RETURN>
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